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                       （三女医大誌Tas129巻第10号頁876 一1880昭和34年10月）

    抗結核剤の胃液に及ぼす影響
第2報 肺結核患者におけるパラアミノずりチル酸カノレシウム及び

      アルミノパラアミノサリチル酸カルシウム投一与の胃液に及

     ぼす影響

豊川市民病院内科（院長 大槻戦訓博士）

戸  苅  登  志  子
ト    ガリ     ト     シ     コ

 （受付昭和34年7月20目）

        緒   言

 パラアミノサリチル酸カルシウム（PAS－Ca）

及びアルミノパラアミノサリチル酸カルシウム

（A1－PAS－Ca）の健康人胃液に及ぼす影響の実

験的考察については第1報において記述したが，

このたびPAS－Ca及びAFPAS－Caの連日
投与が肺結核患者胃液に及ぼす影響についていさ

きか観察したので，此処に報告する。

        研究方法

 今迄抗結核剤を使用したことのない軽症乃至中等症

                第 1 表

の肺結核患者12名を2群に分ち，各人について治療開

始前及びPAS製剤連日内服6ケ月後の前後2回，胃

液検査を実施した。

 第1群（7例）にはPAS－Ca連日8g，第2群（5

例）にはAl－PAS－Ca連日8gを投与した。

 胃液検査はKatsch及びKalkの分割採取法を採用

して，試験飲料注入後100分迄（但し1例は70分及

び90分迄）その酸度を測定し，各試験管を軽く振盛

して粘液のない部分を白血球計算用M61angeurに吸

いBurker血球計算器で細胞数を計算した。叉残液の

沈査を以て塗抹標本を作り，May－Giemsa染色を施し

PAS－Ca

症例

第1例

第2例

第3例

第4例

第5例

第6例

第7例

年

令

38

34

19

29

17

39

31

細  胞  数

投与前

白血球（o／o）

・・蝋引圃骸
        i．． f
50nv750 i leOtv185020iv3333・sx51
        1 ［

遊 離 塩 酸

撚削・・腋
0ん26
（40分後）

100tv700

50tv350

50t－v650

200rv800

1oof－ysso

50rv800

一吻一細勝後）
    S“ ．． h1

100N900@E13rtv25b19－v37

    l  l
250tv125027tv3932rs，50
    1．maj

Otv86
（100分後）

7tv82
（70分後）

一・・ 掾G嗣鴇後、
200r－1400！lgt－2g140．vs61 9cr．5．4，

         1（50分後）    1［1’IL：：一v；

    （  1
100！）390020（・ノ3431～46

   ．LL

ts 2rv72

1（go分一）

2tv54
〔50分後）

Orv65
（100分後）

Orv87
（100分後）

Otv115
（100分後）

2・v70
（100分後）

Otv65
（60分後）

3rv80
（100分後）

総  酸  度

塑前1・ケ月後

5rv42
（40分後）

4tv49
（50分後）

8－v93
（100分後）

13ev92
（70分後）

8t－59
（50分後）

3tv71
（100分後）

4tv98
（100分後）

10－v120
（100分後）

胃腸症状

罐・・腋

8－v71
（100分後）

6rv65
（50分後）

6－rtv81

（90分後）

無

無

無

無

二癖
6tv72
（60分後）

5一一．89

（100分後）

無

無

有
（時々）

有
（時々）

無

 有
（一過性）

無

有

有
（一過性）

Toshiko TOGARI （Toyokawa Citizen’s Hospital） ： The influence of antituberculous agents on gastric

juice． Report 2 The influence of administration of Calcium－paraaminosalicylate and Calcium－almini－

umparaaminosalicylate on gastric 」’uice of patient of tuberculosis．

                   一一 876i 一
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て鏡検し，多核白血球を上皮細胞，リンパ球其他の細

胞と区別算定した。（鏡検上，細胞原形質は破壊されて

殆ど認められない）。

        研究成績
1〕第1群の成績を要約すれば第1表の如くで，

各例を夫々別に表示した。

 PAS－Ca内服前は正劇2例，過酸5例を示し

たが，PAS－Ca内服後では7例中6例に遊離塩

酸及び総酸度の上昇を認めた。且つ試験飲料注入

三四：高酸度を示した時間は PAS－Ca内服後は

7例中5例に，PAS－Ca内服前より遅延が認め
られた。

 PAS－C＆使用前，全例正常値を示した細胞i数

はPAS－Ca内服後では7例中6例にかなりの

      PAS－Caの症例1

PAS－Caの症例3
胃液 細胞数
採取
時間

空腹時

 10分

後10〃

 20 ，1

 30 ，1

 40グ

 50 v

 60 tl

 70 e

 80 e

 90 ，t

100 ，1

投与
前

6ケ
月後

350

250

800

400

50：100
   100i100
3001550

25。…9。。

   
150i650

250「800

300．750
   
300「200
200 450

300 500

白血球（％）

寄与1骸

13

15

16

15

24

20

22

21

20

25

21

14

22

19

23

30

34

33

37

18

35

31

28

30

遊離塩酸

欝与1脇

25

0

0

5

3 1 13

 1
10 i 11

3？1 91

41 1 40
33 1 4s

54 1 25

69 1 54

77 1 70

81 1 82

86 1 87

総酸度1

淵融
33

8

8

20

42

48

46

63

77

84

87

93

I1

23

17

18

37 1

？9［

s4 i

38

66

79

89

98
 1

胃液

採取一
時閾

空馳1750

鞭所与認籍骸
総酸度

蒲^6ケ
O  月後

一一一一A一

10分1450

   と        

醗1501

1850］ 28

1600i 20

soe o1 2
441 ig 1 ，6

30 ，f

40グ

50 t1

60 t1

70グ

80 ，1

90ヴ

100ゲ

   100
1 200 」 lso

iil聡

400 1 900

550 1 i200

   900
   1400

2gI42
  
24  39

28133
32： 44

24：40
33  45

22  38

  51
146

 「

31 6
6 1 16

25 1 29

？91 e？

IL6 t 54

0

2

34

32

38

35

5

32

7

22

32

42

33

11

11

17

30

8

19

33

46

59

43

42

44

42

PAS－Caの症例4

…雛騰至重鷲

空腹嘘650

 10分550

…後10グ

12。グ

i 30 ，，

鋤彫

F 60 v
 70v

錦
100 t1

12001 39

1000］ 32

42

47

50 1 250
150 i 450

200 j 100

100 1 900

300 1 i200

sso 1 looo

450 i’ 1050

450 1 850

200 1 900

600 j 1250

36 1 40

27 1 39

34 1 35

36 1 47

34 i 50

35 1 32

35 1 46

33 1 47

30 1 44

36 1 45

遊離塩酸

投与16ケ
前 一概
12

42

総酸劇

』一陶・L ・．・隠■■艦一一 』・1

23

34

三二
前

26

55

、角養i

3封
45 ［

7  8

20i O1

42旨56
54 ’ 45

73 1 110

 5
60 i 57
 1
82 1 le2
 ：
48 1 99

68 i 99

38 1 115

 E
PAS－Caの症例2

13i10
  
24  151
     

26E68「63i581

89

70

92

58

78

47

115

64

1e9

105

106

120

騨議与骸
空腹U寺」700  2100

・・分i55・1

白血球（％） 遊離塩酸 総酸度
投与［6ケ
O 隠後

投与 6ケ
O  月後

投与16ケ
O  月後

22

32

46 di 13

   0

後10グ

 20 r／

 30グ

 40 r／

 50 u

 60 ，f

 70グ

 80u
 90 a

100 u

100

150

100

400

600

550

600

550

250

250

40

600

950

1200

1000

950

1500

2000

2s 1 41

Oi 281

300 1 1800
  1

31

33

37

32

27

35

31

29

38

39

39

44

42

40

45

50 li

39

o’

o

o

25

39

5

14

20

9

19

Ol 24

  10

o

o

o

o

16

38

18

59

52

65

4

7

8

33

49

13

24

29

19

28

13

5

3

3

12

25

46

27

66

59

71

PAS－Caの症例5
胃液
採取
時間

細胞数
投与…6日
前  月後

空腹時隆800

 10分650

i後10〃

 20 ，1

］ 99 ・i

i40グ
1 so ，i

 60ゲ

 70 ，1

 80 ，／

 90 ，1

100 ，1

200

250

400

650

500

150

600

500

seo

250

900

850

150

350

400

550

150

500

450

850

800

白血球（％）

投与i6ケ
前 …月後

26

23

35

28

24 ［

19

21

23

22

26

28

28

28

20

30

21

27

38

29

26

32

27

22

遊離塩酸

投与16ケ
前 1月後

0

7

4

5

8

11

29

12

40

60

47

60

19

20

2

9

15

21

15

12

13

54

70

総酸度

蓄写骸

8

27

12

12

13

19

41

30

47

70

58

71

30 1

33

6

12

18

27

28

35

31

67

81
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PAS－Caの、症例6

胃液
採取
時間

細胞数
投与16ケ
前 旧後

空鱗ll

後10グ

 20グ

 30 il

 40ゲ

 50グ

 60グ

 70グ
 80 Jl

 90 if

100ク

100

150

150

550

450

350

400

400

550

600

1400

125e

200

250

700

350

900

1400

1200

1100

950

ユ000

白血球（％）

投写6ケ
前 ．月後

19

26

24

25

20

29

28

21

27

22

22

23

42

40

49

42

44

40

56

50

49

52

ng

5ユ

遊離塩酸1総酸度

欝与．角鰭与i簸

o

e

6

18

40

50

54

53

48

40

37

37

o

o

10

28

45

57

64

65

62

62

as

44

6
8

11

30

51

56

65

60

57

50

47

46

．6

6

18

37

52

61

69

72

68

68

55

51

PAS－Caの症例7
細胞数    國  ． 白血球（％）遊離塩酸胃液採取

條ﾔ
一投与6ケ
O  月後 ｿ骸欝与醸

空腹時1750

 10分750
t

後1碗50
20 if

30 ，／

40 ，1

50 ，1

60グ

70 t1

80 t1

90 t1

100 ，f

250

550

450

350

250

350

750

750

800

3900］ 32

30001 33

100t 20

8501 21

1300］ 21

1050］ 25

1400］ 24

2500］ 30

3800］ 33

1800」 20

1400］ 34

13501 28

42 a ，12

32 g 12

40 1

42

38

39

44

31

45

32

43

46

2

4

18

37

38

45

30

54

72

7e

10

12

3

10

39

45

41

56

56

22

70

8Q

総酸度
欝与1簸

22

24

29

32

6

7

30

47

48

54

39

65

81

77

5

15

44

52

54

68

73

29

75

89

症 例・

増加を示した。

 多核白血球はP A S 一Ca．使用前では全例39％

以下であったが，PAS－Ca内服後は7例中5例

において46％以上を示した。

 叉全例ともPAS～Ca使用前は自覚的に胃腸

障害を訴えていなかったが，PAS－Ca内服後は

2例を除いて，一過性乃至持続性の胃腸障害を訴

えた。

2）第2群の成績を要約すれば第2表．の如くで，

各例を夫々別に表示した。

 Al～PAS－Ca内服前は正身2例，過酸2例，

低酸1例を示したが，A1－PAS－Ca内服後は5

例中1例のみに遊離塩酸及び総酸度の軽度の上昇

を認めた。且つ，試験飲料注入後最高酸度を示し

た時間はA1－PAS－Ca内服後は5例中2例のみ

A1－PAS－Ca使用前より遅延を認めた。

 A1－PAS－Ca使用前は2例において細胞数

1000以上／1mm3を示したが， Al－PAS－Ca内

服後は5例中1例のみに細胞数のかなりの増加を

認めた。

 多核白1血球はAl－PAS－Ca使用前1例のみ40

％以上であったが，A1－PAS－C納服後は40％

以上は2例認められた。

 叉，5例中4例はA1－PAS－Ca使用前に自覚
的胃腸症状を訴えていなかったが，Al－P A S－Ca

内服後は使用前より胃腸障害を訴えていたものを

除いては1例のみに一過性の胃腸症状を認め，他

の3例には認められなかった。

        総括及び考按

 軽症乃至中等症の肺結核患者で，抗結核剤を使

第1例

第2例

第3例

第4例

第5例

第 2 表  AレPAS二Ca

瑚細 e
胞  数

       
令投与酬6ケ月後

28

18

34

44

25

白戯（％）匝離塩酸

150／v1500

250rv600

50一一．450

550r－y4100

sotvsso

    投与前，謝懲削・・膿
    i  i
450r－230020tv3328tv58

100－v650

sotvsso

19rv3825rv36

  f

ma一’”

堰f

Io－23 lo・一23
（50分後） （50分後）

Orv46 13－v52
（90分後） （100分後）

      Ot－7213nv23 24－v30
      （30分後）

          6N81
800N4500 39rv56 45 一v63
          （70分後）

50tv450 ヨ18N33P22－u39i ？sNo2fitpa）

2tv74
（40分後）

2rv83
（70分後）

Otv25
（80分後）

凝、。糊瓢

8xv76
（30分後）

9rw89
（70分後）

3一・v44 12N32
（50分後） （50分後）

4・v56 16rv59         無（90分後） （100分後）

    lllt一一v79

     （40分後）

ユOrW38
（80分後）

｛9［1 有

 （一過性）

協L陣
9r一一34

     鉦（80分後）

無

無

有
（頻回）

無

一一 878 一
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Al－PAS－Caの症例1 AI－PAS－Caの症例4

雛鋳与肺門神門柱脚麹
糊包数、舳球（刎灘腰 総酸度！

空腹時．

 10分

後10〃

 20グ

 30 ，1

 40 e

 50グ

 60 u

 70 ，！

 80ヴ

瀦1認ll
‘

isol ’4so1

6501 800

95el 12001・

9001 1500

900］ 2000
e79！

器｛謙

郡ll膿

26

25

27

22

33

20

25

21

28

2s 1

54

48

40

40

36

37

28

58

40

38

50

0
4

o

o

s

o

23

8

13

6

0

8

雌「1

e

3

14

16

23

o

o

8

19

31

8

15

17

44

28

31

23

18

29

Al－PAS－Caの症例2

2

5

19

26

32

7

8

18

29

講轟叢

空窓獺1
後10グ

 20 v

 30ゲ

 40グ

 50グ

 60グ

 70グ

 80 u

 90ク

100 ，1

      

550 800
  1
800 900

  1
1650 1850

175011550
26。。12。。。

2700 2850
  1
3000 2950
  i
2200 4050

3050 2900
  1
4100 3950
  i

1白血球（％）

翻簸
56

44

56

60

40

39

49

43

47

48 i

51

49

63

50

52

61
  
52 」45

54…56
50148
 1
54  58

遊離塩酸

舗骸
14

24

2

3

   i
721
 1
701
 1
81

76

75

79

6i

13

36

51

3

11

50

68

80

66

83

83

62

70

総酸度

諾与1幽

26

52

9

20

45

64

84

79

89

85

80

86

16 ，

 147 i・・

10 ／

26

58 1

77
 1
87 l

 t
76

90 i

90

68

78 ’

遜無職醗綴
噸19溜潤卸固ll
：後10グ

 20グ

 30グ

 40グ

 50ク

 60グ

 70 ，1

 80グ

 90u
100 f1

300「ユ00

250 i 200

400 1 400

450

300

300

500

350

600

150

300

500

250

550

500

350

600

1gi30
 ：
28  28．

32  26

33i 36

38  27

31［29  

鋸陽．

1引l1

31，

4i

8

9

3

7

ユ1

15
18 i 20

28 1

36

39

46

36

24

26

44

46

52

15

27

41 6
61 8

10 ） 13

12 1 18

22 1 22

32 1 25

41 1 30

44 i 53

56 ［ 53

44 1 59

胃液
採取
時闇

AI－PAS－Caの症例5

細胞数
投享γ6ケ
前 頃後

白血球（％） 遊離塩酸

翻簸器写骸

1空聯鵬職
後10グ

 20グ

 30グ

 40 u

 50 ，／

 60v

 70グ

 80ク

 90 ，f

100 J，

Al－PAS－Caの症例3
胃液 紬胞数1白血球（％）1遊離塩酸

瀦覇翻覇角諜与骸
400 ：・ 16 1 26 1．

50

100

200

200

200

250

150

350 i

400

450

100

50

100

250

200

300

450

300

250

300

総酸度．

   投与 6ケ…
   前  月後．
o i o 1 io 1． i2 1

41 3i i61 isi

19 1 31

24 1 33

20 1 22

32ト34
18 1 35

29 1 39

27 1 20

25 1 35

22 1 38

24 1 32

61

11

17

22 i

22

19 1

24

空蝉1職
後10グ

 20 v

 30 ，／

 40 ，1

 50グ

 60グ

 70グ

 80グ

i90グ
」 100 t／

50

50

100

200

150

250

350

300

350

200

50

100

150

100

250

350

100

250

550

550

20  24

21126「
  
14128
19 1

20 1

23

15

13

19

22

14

30

30

29

28

27

28

29

28

媛
19

39

72

18

20

63

54

57

61

54

2

18

18

40

59

74

56

64

70

55

52

54

26 1

9

7

6

10

15

19

21

20

21

25

15

11

総酸度

需品骸

8

33

28

49

76

28

31

73

65

66

67

61

11

31

28

49

70

79

65

72

79

64

61
，4 1

 10i 9

麗ll
 2g 1 24 1

     ；
 29 1   28 i
 2gi 27

 33 1 32

 38 1 34

 19 i 25 1
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卜した事のないユ2例に対してPAS－Ca， A1－

PAS－Caの投与が胃液に及ぼす影響について検

討を加へた。

 PAS－Caを用いた例では，7例中6例迄，内
服後に遊離塩酸及び総酸度の上昇が認められ，細

胞i数はPAS－Ca使用前全例正常値を示していた

のが内服後には7例中6例迄にかなりの増加が見

られ且つその中5例は1000／lmm3を越す病的増

加を示した。また多核白血球はPAS－Ca投与前

では全例正常値を示していたが，PAS－Ca内服

後は7例中5例に，40％以上の病的増加が認めら

れた。即ち，PAS－Caは胃粘膜に対して刺戟的

に作用するものと思はれる。

 次に，A1－PAS－Caを用いた揚合， A1－PAS
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一Ca連日6ヵ月間内服後の胃液酸度は，使用前の

ものと比較して大差は認められなかった。細胞数

はA1－PA＄一Ca内服後では投与前に比べて5例

中1例にかなりの増加，1例に軽度の増’加が認め

られたのみである。また多核白血球はAl－PAS－

Ca投与前既に40％以上の病的数値を示しアこ1例

の他は，A1－PAS－Ca内服後1例が病的増加を

示したに過ぎない。

 以上により，Al－PAS－Caの内服はPAS－Ca

の内服に比し，胃腸障害を生ずる事は少いものと

思、ラ考される。

         結   語

 PAS－Ca連日投与6ヵ月後には胃液酸度の上

昇，胃液細胞数及び多核白一血球の増加が生ずる。

これに比し，A1－PAS－Ca連日投与では胃液酸

度，胃液細胞i数及び多核白血球の変化は少く，胃

に対する刺戟作用は少いものと思はれる。

 終りに当り，終始御指導及び御校閲を賜った東京女

子医大中山教授，大槻院長，丸昆内科部長に深謝いた

します。

         女   献

1）吉田敬：：＝：消病1431（1936）

 2）吉田敬＝：消病1811（1936）

 3） J． Chenebault：Se！naine des Hopitaux 32

  3497 （1956）

 4）丸山 豊：逓信医学8621（1956）

 5）杉浦長重：愛知医会誌372147（1929）

 6）吉田和男：日内会221280（1934）

 7） 申島  奪專：消病 1 659 （1936〕

 8）吉江佐太郎：共済医：報1（3）16（1952）

 9）黒田保之：共済医報4351（1955）

10）金海 寿：目内会27229（1939）

一880一


